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○ポートフォリオマネジメント�
○ベンチマーキング法　�
　・スペース  ・透明性  ・コスト  ・満足度  �
　
・費用対効果

�

○新しいオフィス設計のアイディア�
○エルゴノミクス　�
○社員満足度調査�
○業務に応じたレイアウトの構築�
○財務指標化　　　　�
○ITインフラの整備�
○Payback Period（コスト回収期間）�
�

○データの一元管理�
○管理システムの導入�
○プロセスの共有化・共通化�

①遊休不動産を�
　なくす�

②生産性の高い�
　オフィスの構築�

○不動産資産として利用価値の低いものを�
　そのポートフォリオから除外�
　　⇒効率的に利用されている不動産資産�
�
�

○高効率オフィス�
○生産性の向上�
○従業員満足度の向上�
○オフィスコストの削減�
�
�
�
○ポートフォリオ全体の把握　・SCORE CARD�
○遊休不動産選別�
○契約の適正化�
○不動産関連費用の削減�

CRE戦略の目的� FM的手法導入� EXPECTATION（予測効果）�

③ポートフォリオの�
　管理�

利
用
価
値
の
高
い
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動
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使用・利用中？�

使用・利用可能？�

費用対効果�

売却可能？�

No Yes

使用状況の確認�

●面積�

●使用人数�

●目的�

●費用／面積、／人�

オフィスとして利用する場合は、賃借しているオフィスと同様に以下の点で検証する�

●面積　●使用人数　●目的　●費用　●費用／面積、／人�

使用方法の検討�

売却�

No Yes

No Yes

低い�

高
い�


